
 
●子どもの自己肯定 
 感の向上 
●地域支援力の向上 
●ハイリスク家庭へ 
  の適切な支援 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

豊田市子どもの貧困対策体系（案） 

◎「貧困対策」を幅広くとらえ（貧困≠貧乏）、子ども条例に規定される「子どもの権利の保障」を念頭に事業を整備する。 
◎豊田市の強みである「多様な相談窓口」と「地区コミュニティ」を結びつけ、共働による相談支援体制を構築する。 
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子どもの権利保障 

共働による 
支援ネットワークの整備 

教育の支援 

生活の支援 

保護者の就労・経済的支援 

少人数学級の編成、専門性を有する補助教員の配置、ス
クールソーシャルワーカーの配置・派遣、スクールカウン
セラーの配置・派遣、学習支援、保育料の軽減、就学援
助制度、給付奨学金制度、私立高等学校授業料の補助 

ひとり親家庭等日常生活支援事業、育児支援訪問事業、
放課後児童クラブの実施、延長保育の充実、休日保育の
実施、学校給食による食育事業、子どもの居場所づくり
事業、おめでとう訪問、とよた急病・子育てコール２４、市
営住宅の家賃軽減、県営住宅の抽選区分（福祉枠） 

就労支援室の運営、愛知母子・父子福祉センター、自立
支援教育訓練給付金、高等職業訓練推進給付金、児童
扶養手当、豊田市遺児手当、母子父子家庭医療助成、
保育料の軽減、就学援助制度、放課後児童クラブの減免 

子どもの居場所づくり事業、子ども食堂、学習支援、主任
児童委員の活動支援、母子保健・医療・福祉ネットワーク
会議、要保護・ＤＶ対策協議会、子ども会活動、ジュニア
クラブ活動、青少年健全育成協議会 

子どもの権利学習の実施、子ども会活動、ジュニアクラブ
活動、特色のある学校づくり事業、感動体験機会の提供、
ものづくり教育プログラム事業 
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◎理念 ◎共働体制 
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